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静岡県労福協第63回定時総会を開催静岡県労福協第63回定時総会を開催

　6 月 13 日、ALWF ロッキーセンター（静岡市葵区）に
おいて、代議員 31 名（委任状出席 2 名含む）出席のもと開
催されました。総会では全議案、確認・承認がされて、成
功裡のうちに幕を閉じました。

　定時社員総会終了後は、会場を移動して「2025 国際協同組合年記念講演会」を開催しました。
（３ページに 2025 国際協同組合年記念講演会」を掲載）　※ホームページからも労福協だよりはご覧いただけます。

メインスローガン

すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、
連帯・協同で 安心・共生の福祉社会をつくろう！

＜報告事項＞2024 年度活動報告、
　　　　　　2025 年度活動方針ならびに収支予算
　福田専務理事から 2024 年度活動報告として地域・地区労
福協への支援、静岡県への行政要望、福祉事業団体の連絡・
調整機能などの報告がありました。
　2025 年度活動方針では「孤独・孤立対策推進法」への継
続的な対応、各地区労福協活
動に関わる「地域役立資金」
の課題整理と今後の対応、国
連で２度目となる採択がされ
た「2025国際協同組合年」に
むけての取組みについてなど
の報告がありました。

＜理事長挨拶＞
　中西理事長より主に 2つの事にふれて挨拶がされました。
ひとつは、6 月 6 日全国研究集会に参加した際の感想として
「ひとりあるいは一つの団体が小さく弱くても、様々な人・
団体とのつながりを持つことで、その力は大きくなり、我々
労福協も参加していくことが必要である。同時に、我々労
福協が団体をつなげる役割も担っていくことが大切であ
る。」もうひとつは、静岡県労福協「サブスローガン」4 つ
のうちのひとつ「経験・交流や教育を充実させ、次世代の
活動を担うリーダーの育成をはかろう」を掲げたことにつ
いて「特に教育については、
歴史と経過をしっかりと正し
く受け継ぎ、受け渡すことが
大切で、そのうえで、時代に
即した活動をしていくように
する必要があることを共有し
ていきたい。」との挨拶がさ
れました。

＜開　会＞
　増田副理事長（静岡県労
働金庫選出）の開会の辞で
始まり、議長に志太地区労
福協中田事務局長（赤阪鉄
工所労働組合）が選出され、
総会の議事進行を担ってい
ただきました。

＜第 1号議案＞2024 年度決算報告ならび監査報告
　福田専務理事からの決算報
告、合田（ごうだ）監事から
監査報告があり、満場一致で
第1号議案が承認されました。

＜第 2号議案＞役員改選
　本年は役員改選期であり、
今泉役員選考委員長から理事・
監事の提案がされ、新役員体
制について満場一致で承認さ
れました。

＜来賓挨拶＞
　静岡県経済産業部鈴木就業
支援局長様、連合静岡角山会
長様からのご挨拶をいただき
ました。

＜スローガン確認＞
　中田議長よりスローガンが
読み上げられ、参加者全員の
拍手をもって確認しました。

＜閉　会＞
　増田副理事長より閉会にあたって、本日の社員総会で確
認された「2025 年度活動方針」に基づく取組みを、参加さ
れた方々とともに連帯を深め、努力していくことを確認し、
定時社員総会は無事、終了しました。

＜理事会報告＞役員互選結果報告
　定時社員総会終了後に理事会を開催し、新たな役員体制を互選により確認し、社員総会参加者に報告しました。

　　　氏　名
池　田　正　典
樋　熊　敦　志

　　　　選　出　団　体
静岡県労働者福祉基金協会
志太榛原地域労働者福祉協議会

備　考
退任役員
　　役職名
理　　　　　事
監　　　　　事

 （敬称略）

2025年度   静岡県労働者福祉協議会役員体制
　　　役　職　名
代 表 理 事 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
業務執行理事  専務理事
理 　 　 　 　 　 事
理 　 　 　 　 　 事
理 　 　 　 　 　 事
理 　 　 　 　 　 事
理 　 　 　 　 　 事
監 　 　 　 　 　 事
監 　 　 　 　 　 事
監 　 　 　 　 　 事

　　　氏　名
中　西　清　文
今　泉　竜
増　田　泰　孝
鈴　木　隆　博
稲　垣　滋　彦
福　田　和　明
松　島　精　司
赤　池　浩　章
片　山　勝　彦
仁　王　尚　夫
武　藤　憲　司
合　田　仁
石　田　圭
藤　崎　淳

　　　　選　出　団　体
静岡県労働者福祉協議会
日本労働組合総連合会静岡県連合会
静岡県労働金庫
こくみん共済 coop 静岡推進本部
静岡県生活協同組合連合会
静岡県労働者福祉協議会
静岡県労働者福祉基金協会
静岡県勤労者信用基金協会
沼津地域労働者福祉協議会
静岡地域労働者福祉協議会
西遠地域労働者福祉協議会
富士地域労働者福祉協議会
志太榛原地域労働者福祉協議会
中遠地域労働者福祉協議会

備　考

新　任

新　任

 

（敬称略）

＜新旧役員挨拶＞
本総会で退任される役員、
新任となる役員の方々から
挨拶を受けました。

右：松島 理事
（静岡県労働者福祉基金協会選出）
左：石田 監事
（志太榛原地域労働者福祉協議会選出）

左：池田 理事 /右：樋熊 監事
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　第 63 回定時社員総会終了後に
「2025国際協同組合年記念講演会」
を開催しました。社員総会の参加
者に加えて、地区労福協、事業団
体から総勢９９名の方々が参加し
ました。
　「協同組合の父」、世界的には「現
代の 3 大聖人」として「カガワ、
ガンジー、シュヴァイツァー」と
並び評される「賀川豊彦」の功績
と協同組合の必要性・役割を学び、
地域の中で他団体、住民との協同
活動で共助、共生の一翼を担い、
豊かな安心して働き暮らせる社会
づくりに寄与できるように協同組
合について学ぶ機会としました。
　賀川豊彦記念松沢資料館副館長 
杉浦秀典様（学芸員）より「協同
組合の現在と未来 ―賀川豊彦か
ら学ぶ―」と題した講演会を開催
しました。

　協同組合の歴史・特徴・役割と賀川豊彦の生涯、賀川豊彦が唱
える協同組合理論「友愛の政治経済学（Brotherhood Economics 
※）」が紹介され、協同組合の持つ可能性と我々が参加し活動して
いく必要性をわかりやすく講演いただき、参加者からは好評の感
想をいただきました。

　2030 年達成に向けた「SDGs」の基本
理念「誰ひとり取り残さない」は「協同
組合」の精神である「ひとりは万人のた
めに、万人はひとりのために」と共通の
価値観です。
　労福協は、労働金庫、こくみん共済
coop、静岡県生協連はじめ、協同（組合）
組織として活動しています。今後の活動
の拡がりに向けての契機となりました。
県内にある協同組合組織、静岡県農業協
同組合中央会・静岡県森林組合・静岡県
漁業協同組合などとともに 2025 国際協
同組合年静岡県実行委員会として県内の
「協同組合」の認知向上と振興の活動を
展開しています。

　〈静岡ろうきん〉は 2025 年６月 25 日（水）静岡市葵区紺屋町
のグランディエールブケトーカイにて第 73 回通常総会を開催し
ました。
　通常総会には、県下各地より 139 名の代議員が出席し、議長団
にはトヨタバッテリー労働組合の西山貴志理事と NSK ワーナー
労働組合の西脇潤代議員が選出され、議事が進められました。
　総会の冒頭、増田理事長より日頃の労金運動への謝意を述べた
後「今年は 2012 年に続いて２回目の『国際協同組合年』であり、
協同組織の金融機関として、奪い合うのではなく、分かち合い、
つながって支え合い、助け合う社会を、会員の皆さまと一緒に作っ
ていく。
　政策金利の引き上げにより金利のある世界が再来し、預金結集
が課題となっている。〈静岡ろうきん〉では預金が期末残高で
2013 年度以来の期首割れとなった。しかし、個人預金ベースで
は 34 億円増加していることや、一斉積立の推進でも大きな成果
があり、運動が停滞・後退していない証左といえる。
　取り巻く環境が変化しても、協同組織の福祉金融機関という位
置づけは不変である。労金の理念や生立ち、そして「グッドマネー
の循環」「助け合い」を一人でも多くの組合員とその家族に理解
をいただき、共感を得て生涯にわたりご利用につなげていく。協
同組織の会員の責務として、この共感を得ることに一緒に汗をか
いていただきたい。

Brotherhood Economics
※　… 17 か国語に翻訳、25 ヶ国で出版され、
EC（後の EU）創設の影響を与えた

ミャンマー大地震募金と
フードドライブを実施

静岡県労福協作成
　　クリアファイル

2025
国際協同組合年
労福協の取組み

賀川豊彦記念松沢資料館
副館長 杉浦秀典様

若き日の賀川豊彦

 

　時代の変化と共に労金運動に関して「共感」を広めていくこと
は簡単ではないが、熱い思いがなければ運動を前に進めることは
できない。これからも「グッドマネーの循環」「助け合い」にと
ことんこだわり、今まで以上に熱意をもって〈ろうきん〉の存在
意義を訴え、働く人とその家族にとって唯一無二の金融機関とし
て、働く人とその家族の幸せづくりをお手伝いする福祉金融機関
として夢に向かって事業を推進していく。会員の皆様には一層の
労金運動へのご理解とご支援、参画をいただき、共に前へ、未来
へ歩みを進めていただくことをお願い申し上げたい」旨の挨拶が
されました。 
　池田専務理事より、第２号議案「2025 年度（第 73 期）事業計
画に関する件」について、これまでにつながったはたらく人とそ
の家族・地域の人びととの「縁」をさらに浸透させ、「目指す３
年間の指標（目安）」の達成に向けた基本戦略を着実に実践し、
はたらく人とその家族のしあわせづくりをお手伝いさせていただ
く存在をより確かなものとする一年と位置付けること、および各
事業活動の方向性および具体的な目標数値の提案がされ、満場一
致で承認されました。
　また、今年度は理事・監事の任期満了に伴う改選についても提
案され、すべての議案が承認されました。池田専務理事を含む理
事４名、監事２名が退任となり、総会終了後に理事会が開催され、
代表理事に増田理事長および青木専務理事が選定されました。

「つながり」でろうきん運動を推進！！
～第５期中期計画『en縁』の基本方針を継続～

増田理事長

常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
常勤監事
監　　事
監　　事
監　　事
監　　事

松島　精司　　
中村　太郎
赤池　浩章
片山　勝彦
伊佐地豪文
佐野ひかる
三枝　哲哉
杉本　敏彦　　
坂井　和人　
入口　　剛
石原　宏晃
仁王　尚夫
大塚　信晃
鈴木　拓也
西尾　茂紀
武藤　憲司　　
西山　貴志
青島　伸雄
片桐　宗雄
雪嶋　秀樹
浦本　幸男
石田　　圭
上原　敬浩　　

員外
員外
静岡県教職員組合
ＪＡＭ静岡（全矢崎労働組合）
電機連合静岡地方協議会（ヤマハ労働組合）
自治労静岡県本部（富士宮市職員組合）
東海自動車労働組合
明電舎労働組合沼津支部
横浜ゴム労働組合三島支部
旭化成労働組合富士支部
小糸製作所労働組合
三菱電機労働組合静岡支部
特種東海製紙労働組合島田支部
NECプラットフォームズ労働組合掛川支部
ＮＴＮ労働組合磐田支部
スズキ労働組合
トヨタバッテリー労働組合
会員外理事
法定員外監事
自動車総連静岡地方協議会（ヤマハ発動機労働組合）
日本プラスト労働組合
住友ベークライト労働組合静岡支部
本田技研労働組合浜松支部

 

静 岡 県 労 福 協
静 岡 県 労 福 協
静 岡 県 労 福 協
静 岡 県 労 福 協
伊 豆 地 域 労 福 協
沼 津 地 域 労 福 協
沼 津 地 域 労 福 協
富 士 地 域 労 福 協
静 岡 地 域 労 福 協
静 岡 地 域 労 福 協
志太榛原地域労福協
東 遠 地 域 労 福 協
中 遠 地 域 労 福 協
西 遠 地 域 労 福 協
西 遠 地 域 労 福 協

静 岡 県 労 福 協
富 士 地 域 労 福 協
志太榛原地域労福協
西 遠 地 域 労 福 協

常　勤
常　勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤

役　　職 氏　　名 所　属　団　体 推　薦　団　体 備　考常勤・非常勤
理 事 長
専務理事

増田　泰孝　
青木　　誠

員外
員外

常　勤
常　勤　　

新任

新任

新任

新任

新任
新任

役員体制

前常務理事
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◆生協役職員研修会「明日のための防災対策」
  １月３１日 ( 金 ) 静岡県地震防災センターにて開催した役職員研修会に１８名が参加しました。前半の
センター内見学・体験では、県内の地震・水害・噴火についてのリスクや防災対策などスタッフより丁
寧な説明がありました。震度７の体験ができるコーナーでは、立っていることが困難なほどの揺れを体験。
家具の固定や割れ物の飛散防止の対策を認識することができました。
　後半はミニ学習会を実施。「明日のための防災対策～
地震・風水害・噴火」と題して静岡大学防災総合センター
特任教授 岩田孝仁先生にお話しいただきました。南海
トラフ巨大地震の被害想定のほか、地球温暖化で短時間
強雨の発生頻度が増え、河川が持ちこたえられず水害が
発生していることなど伺いました。

◆2025国際協同組合年開幕記念講演会
　２月２５日 ( 火 ) に静岡県農業会館講堂にて IYC2025 開幕記念講演会が開催され、全体で１２４名 ( 静
岡県生協連から１１名 ) が参加しました。
　記念講演１では日本協同組合連携機構 (JCA) 専務理事の比嘉政浩氏が「国際協同組合年の意義と協同

組合が取り組むべきこと」と題して、協同組合の歴史、社
会的な背景についての特徴、協同組合基本法の制定を期待
する等の講演を行いました。記念講演２では、株式会社農
林中金総合研究所理事長の皆川芳嗣氏が「これからの協同
組合の可能性～国民の期待～」として、農福連携と地域共
生社会づくりの事例紹介、協同組合の横の連携の重要性や、
協同組合基本法の必要性について話されました。

◆３・1ビキニデー
　ビキニ被災 71 年・ヒロシマ・ナガサキ被爆８０年の
節目の年となった今年の３・１ビキニデーは、墓参行進・
墓前祭と現地集会を基本に、オンラインと併用して開催
されました。午前中の墓参行進・墓前祭は１,３００名が
参加しました。
　焼津市民文化センター大ホールで開催された午後の集
会にはオンライン含めて１,８００名以上が参加しました。
　今年は、日本被団協がノーベル賞を受賞した影響もあ
り、事前にメディアからの取材を受けるなど注目度の高
いビキニデ―となったため、参加者が多く、集会では用
意した資料が足りなくなるほどでした。実行委員の高齢
化が進み、体制が不十分であった反面、今年の３月１日
が土曜日だったこともあり、高校生が司会を担当したり
合唱に加わったり元気が出る集会となりました。

............................................................... ...............................................................静 岡県生協連
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（株）静岡ユニオントラベル
第36回定時株主総会開催
（株）静岡ユニオントラベル
第36回定時株主総会開催
　（株）静岡ユニオントラベル第36回定時株
主総会が6月19日(木)静岡市駿河区南町の
「労働会館」1階会議室で開催されました。
　当社の株主は(一社)静岡県労働者福祉協
議会のみであり、同会中西理事長の出席を頂
き、全議案3件が承認されました。2024年度
はコロナ禍以降営業ベースのみで久しぶりの
黒字化が達成できました。引続き2025年度
も持続可能な収益確保を必須目標として事業
を展開していきます。
　団体旅行・視察の計画、商品券の販売、お弁
当の取り次ぎ、団体扱いの損害保険の取扱い
など、ご気軽にご相談ください。
　引き続き当社をご支援・ご利用いただきま
すようお願いいたします。

　《役　職》
代表取締役
　取締役
　取締役
　取締役
　取締役
　取締役
　監査役
　監査役

２０２５年度役員体制
　《氏　名》
菅　　勝幸
櫻町　宏毅
高崎　裕介
坂崎　雅道
入口　　剛
永井　　務
鳥居　三恭
内山　千穂

　　　《選出団体》
UAゼンセン
連合静岡
 県労福協
小糸製作所労働組合
旭化成労組富士支部
小糸製作所労働組合榛原支部
こくみん共済coop
連合静岡
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

●電話でのお申し込み・お問い合わせは、平日9時～17時で承ります。●お申し込みは、QR、ホームページ、電話、FAXで、講座名・お名前（フリガナ）・
電話・居住地（市町名）・年齢（○○歳代）をお知らせ下さい。●受付は先着順で、募集に達し次第終了します。●取得した個人情報は、本講座の運
営にのみ使用いたします。●災害その他やむを得ない事情により、中止とさせていただく場合があります。

相談時間 /平日 9：00～17：00

沼　津 連続講座　「今」を生きるヒント

8/2（土）歴史から学ぶ「今」を生きるヒント
小和田　哲男　さん　（静岡大学名誉教授 /文学博士）

●会場　沼津市立図書館4階視聴覚ホール 　●時間　13:30 ～ 15:20 　●募集　各回100名
●申込　ライフサポートセンターしずおか東部　TEL055-929-9820　FAX055-929-9825 お申し込み

日本城郭協会理事長、岐阜関ケ原古戦場記念館館長。NHK 大河ドラマでは、1996 年の「秀吉」から
2023年の「どうする家康」まで8作品で時代考証を務める。YouTube「戦国・小和田チャンネル」も配信中。

8/23（土）人は、人を浴びて人になる　～心の病にかかった精神科医の人生をつないでくれた出会い～
夏苅　郁子　さん　（児童精神科医 /医学博士）
浜松医科大学精神科助手、病院勤務を経て、2000年やきつべの径診療所を開設。著書『病院で聞けない話、
診察室では見えない姿　精神科医療の「7つの不思議」』（ライフサイエンス出版）他。

©今井一詞

静　岡 ヒロシマの記憶　～被爆 80年平和への想いを音楽でつなぐ～

●日時　7/27（日）　13:00 ～ 15:00　●会場　あざれあ 6階大ホール　●募集　200名
●申込　ライフサポートセンターしずおか中部　TEL054-270-3963　FAX054-272-0014 お申し込み

広島で守り伝えられてきた被爆ギター。その音色をお届けするとと
もに、原爆投下 3 日後に「一番電車」の車掌を務めた女性の証言を
動画で紹介します。平和といのちを大切に思う、心穏やかなコンサー
トをお楽しみ下さい。

第一部 被爆ギターの紹介・被爆証言動画鑑賞
第二部   平和の祈りコンサート

浜　松 連続講座　「今」を生きるヒント

8/30（土） 物を書くことで広がる世界　～「伝える」から「伝わる」へ～
岡田　真理　さん　（脚本家 /小説家）

●会場　浜松市地域情報センターホール　●時間　13:30 ～ 15:20　●募集　各回100名
●申込　ライフサポートセンターしずおか西部　TEL053-466-6307　FAX053-466-6273 お申し込み

フリーランスのスポーツライターとして活躍。2022 年から作家活動を始め、テレビドラマの企画や脚本執筆に関わる。
2024年 6月にデビュー小説『ぬくもりの旋律』（河出書房新社）を上梓し、静岡書店大賞で小説部門の大賞を受賞。

9/23（火・祝） ことばを磨いて、人生を豊かにする
橋本　恵子　さん　（話し方・朗読指導者）
元静岡第一テレビアナウンサー。「ズームイン !! 朝 !」やニュースなど主に生放送番組を担当。育児休業後、編成部、
東京支社などを経て管理職としてアナウンス室長。50歳を機に独立し、あらゆる世代の「ことば磨き」に取り組む。

静　岡 連続講座　「今」を生きるヒント

9/6（土） お金と暮らしと未来の話
荻原　博子　さん　（経済ジャーナリスト）

お申し込み

新聞・経済誌などの連載やマネー分野の記事を数多く手掛ける。難しい経済やお金の仕組みをわかりやすく解説し、ビジ
ネスマンから主婦に至るまで幅広い層から支持。著書多数。静岡朝日テレビ「とびっきり！しずおか」コメンテーター。

10/25（土）  わたしからはじまる　悲しみを物語るということ
入江　杏　さん　（文筆家 /ケアミーツアート研究所代表）
世田谷事件被害者遺族のひとり。犯罪被害による悲しみ・苦しみとの葛藤から生き直した体験をもとに、「悲しみととも
にどう生きるか」をテーマに講演や研修を開催。悲しみから再生を模索する人たちのネットワークづくりに努めている。

●会場　9/6あざれあ 6階大ホール　10/25静岡労政会館6階ホール　●時間　13:30 ～ 15:20　●募集　各回200名　
●申込　ライフサポートセンターしずおか中部　TEL054-270-3963　FAX054-272-0014

ギター　 /石原　圭一郎 さん　　
ソプラノ /大島　久美子 さん
ピアノ /谷崎　友美 さん　
被爆証言 / 笹口　里子 さん （収録）

　

掛　川 睡眠と健康

お申し込み

心身の健康と生活の質を高めるために大切な睡眠。睡眠の基礎知識
や健康との関係について話します。

中東遠総合医療センター　
人間ドック・健診センター兼睡眠医療センター診療部長

講師 / 新島　邦行　さん
　

●日時　9/27（土）10:30 ～ 12:30　●会場　掛川市生涯学習センター第4会議室　●募集　80名
●申込 ライフサポートセンターしずおか西部　TEL053-466-6307　FAX053-466-6273

松　崎 無料法律相談会

法律に関するご相談に弁護士が応じます。関係書類や相談内容を整理したメモを
ご用意下さい。

●日時　8/29（金）12:30 ～・13:45 ～・15:00 ～
●会場　松崎町生涯学習センター4階
●募集　各時間1組計 3組　（予約制）

●申込 ライフサポートセンターしずおか東部　TEL055-929-9820

●受付は7/22（火）より、先着順で承ります。電話でお申し込み下さい。

- 掲載講座は参加費無料 -
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　５月２２日 ( 木 ) 勤労者総合
会館３階 ALWF ロッキーセン
ターにて、第４３回報告連絡会
( 総会 )を開催しました。東部・
中部・西部各ブロック１地区より
日帰りツアーやお食事会等の行

事について活動報告を行いました。県役員体制も新たになり、「仲間づ
くり」「楽しみづくり」「生き甲斐づくり」を通じた健康で明るい生活を目指
す「ろうきんグリーン友の会」活動を継続していきます。
　総会後には、静岡市清水区小島・龍津寺の勝野住職より「するがと
ぶんぶくとあなたとわたし」と題し「ぶんぶく」( 福を分かち合う) の講演
を行いました。　　

　６月１０日 ( 火 ) 勤労者総合
会館３階 ALWFロッキーセン
ターにて、第４５回総会を開
催しました。代議員数変更以
降はじめての開催となり県下

各地から６７名の役員・幹事・代議員の出席により、活動方針につい
て意思統一が図られました。
【第４５回総会における主な提案内容】
♦退福協の存在と活動を地域に広め、多くの参加者が集う退福協とす
るために、地区での活動を魅力的なものにしていくこと、その魅力を積
極的に発信し、知らせていくことが重要と考えます。
♦そして、会員相互の親睦と交流の活動に取り組む中から、課題であ

つづけるSDGs はじめるSDGs
「持続可能な社会のために ナマケモノにもできる
アクションガイド」（国連広報センター）にある
行動例（レベル1～ 4）にあわせて紹介します。読者の方からの取組みも紹介します。

E-mailは労福協ホームページの
「応募する」をご利用ください。

をクリック
応募する

あてはまると思われる「レベル番号 (１～ 4)」と＜アクション＞（40文字程度）をハガキ・FAX・e-mail のいずれかでご応募ください。
掲載にあたっては、市町村名とイニシャル ( あるいはニックネーム ) で紹介させていただきます。
■締切日　2025年 8月29日（金）［消印有効］
■記載項目①お名前②電話番号③郵便番号と住所④「レベル番号 (１～ 4)」⑤＜アクション＞⑥ニックネーム
応募先　〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　「県労福協だより編集係」FAX 054-273-3110
アクション、レベル番号はメッセージにお願いします。

フードバンクふじのくに活動報告

【読者の方からのご紹介】
静岡市 ひこうきぐも さん
（ニックネーム）
＜アクション＞冷蔵庫の中の棚に
クリアファイルを貼って冷気が逃
げないように。涼しい時間に家事
をする。軽い洗濯物は手洗いする。
電力も自分の力も省エネで動いて
います。

【読者の方からのご紹介】
藤枝市 Ｎ．Ａさん
＜アクション＞買いすぎ防止のた
めに家に買い置きしている日用
品、食品の在庫整理を。分かりや
すく、シンプルに。子どもと取り
組むと子どもの好みや意見など予
想外のことが聴けて楽しい。

【読者の方からのご紹介】
静岡市 Ｎ・Ｎさん
＜アクション＞給食が残ったら食
べられるチームで楽しく分け切
る！お店でキャベツの外葉をも
らって亀やウズラの餌にしてい
る。( もらっていいか聞くと、生
き物の種類や数を聞かれて話が弾
んで嬉しくなる )

【読者の方からのご紹介】
静岡市 にじまっするさん
（ニックネーム）
＜アクション＞職場でグリーン
カーテンを毎年作る。昼休みに
ゴーヤの育ち具合をみんなでみて
和んでいます。サーモスのマグ
カップで、保温保冷が心地よく。

寄稿いただいた方の中から掲載させていただいた方に粗品をプレゼントさせていただきます。

応
募
要
領

◆第２０回
ライフサポートセンター友の会

総代会

◆第２０回
ライフサポートセンター友の会

総代会

第４３回ろうきんグリーン友の会
県連絡会報告連絡会 (総会 )

第４３回ろうきんグリーン友の会
県連絡会報告連絡会 (総会 )

第４５回
静岡県退職福祉協議会総会

第４５回
静岡県退職福祉協議会総会

あなたが取り組んでいる身近なSDGsの活動をご紹介ください。

【第４３回報告連絡会 ( 総会 )における主な提案内容】
♦ろうきんグリーン友の会の活動を会員全体で進めていくために、①仲間
を増やし多くの会員の参加による活発な活動を展開する。②会員自らが
積極的に活動に参加する。③福祉事業団体の利用を広め、労働者自
主福祉運動の発展を目指す。以上の３項目を活動の重点課題として活
動を進めていきます。
♦また、仲間を増やすため①地域や地区の活動を魅力あるものにして
いく。②地域や地区でどんな活動をしているのか、会員が分かるようにし
ておく。③活動の魅力を会員自らが外部に発信していく。
その対応の１つとして、ブロック活動事業費を各地区に配分するよう変
更しました。
♦仲間を増やし、ろう
きん・こくみん共済 
coop 等との取引者の
増加を図る事で「福
祉事業団体」の支援
強化を推し進めて行
きます。

る「会員拡大と若返り」を達成すべく活動を進めていきます。
♦今年度より、退福協独自の取組みとして、地区内にある「こども食堂
への寄付」を行います。食料品の相次ぐ値上げにより、困窮する世帯
が増えていると思います。私たちにできる事を会員に知らせていきたいと
思います。
♦私たちは、ろうきん各支店の役職員の方々から様々な支援、またこく
みん共済 coop 静岡推進本部の協力のもと独自の「退福協慶弔共済制
度」を運営しています。その支援に応えていくたためにも、退福協活動
はもとより地区労福協の一員として共に活動していくことが、自主福祉運
動の広がりとなります。

　５月１６日静岡県勤労者総合会館３階 ALWF ロッキーセンター大会
議室にて、第２０回ライフサポートセンター友の会代議員総会が開催さ
れました。

　ライフサポートセンター友の会の目的は友の会会員
がろうきんを利用することで生み出された果実を、労
働者自主福祉運動に循環させ福祉事業団体の事業
がさらに発展し社会を良くしていくことであるとの吉岡
会長の挨拶に続き各議案討議がおこなわれました。
♦２０２４年度の活動報告と決算報告では、年間新

規加入者６ ,４２５名、総会員数１０２ ,９４６名となっています。お勤め先を
定年退職された後、引き続き福祉事業団体をご利用いただく方や、現
在のお勤め先が静岡ろうきんに会員として加入されていない勤労者の
方々には、「ライサポ友の会」に加入いただき、福祉事業団体とのお取
引をいただいています。
♦２０２５年度の活動方針・予算（案）・規約改正および役員改選の全
議案とも満場一致で承認され代議員総会は無事終了しました。
♦なお、本総会を持ちまして１３年間の長きに亘り会長を務められた吉
岡秀規会長が退任され、池田正典会長を選出いたしました。新会長の
もと、労働者自主福祉運動への共感の輪を広げていくよう努めていく所
存です。会員のみなさまの引き続きのご支援とご協力をお願い致します。

フードバンクふじのくに
ホームページ 二次元コード

　いつもフードバンク活動へのご理解・ご協力をいただき
誠にありがとうございます。皆様のおかげでフードバンク
ふじのくにも、2024 年度事業を無事に終了することがで
きましたので、そのご報告をさせていただきます。
　農水省の補助事業を活用し、大きい倉庫を備え、食料確
保に努めましたが、物価高騰・コメ不足のあおりを受け、
思うように食料を集める事が出来ませんでした。その一方
で、食支援を行う団体など様々なセクターとのネットワー
ク連携を拡大し、生活に困る方のニーズを受け止めること
ができたと手ごたえを感じることとなり、4,518 件の依
頼に対し、約 95トンという数値となりました。
　運営につきましては、昨年度に引き続き、赤字決算となってしまいました
が、2025 年度は記念事業をきっかけとして参加する事となったイベントと
の連携を続けて周知を行い、さらなる協力者の増加を目指していきます。
　今年も夏季フードドライブの時期が参りました。もう準備が始まっており、
仕分け作業の日程も決まりました。９月 11日 ( 木 ) から 16日 ( 火 ) となっ
ておりますので、広く皆様の参加をお待ちしております。また、2025 年は
国連が定めた国際協同組合年として、私たちもフードドライブ活動として協
力する場をいただきました。今年度は「フードドライブの年」となる予感です。
様々な場所で食品回収ＢＯＸを見る機会が増えるのではないかと思います。
　引き続き、皆さまの更なるご支援をいただけますよう、よろしくお願いい
たします。

ライフサポートセンター友の会/ろうきんグリーン友の会/退福協
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平野 哲司 氏
　ヒラノ 　 　　　テツジ　　

日産自動車労働組合本部副委員長、地区・地域労
福協役員を務め、連合静岡会長を歴任。2007年度
静岡県労福協会長となる。これまで任意団体であった
静岡県労福協を2010年10月に法人格「一般社団
法人」認可取得を受け、初代理事長となる。2012
年に退任。
趣味でバラ栽培をされており、ご自宅では約100 鉢の
バラを育てたことがあり、県内外のバラ園、植物園に
も足を運ばれることも多くあるようです。ちなみにバラの
花言葉は色・本数などに異なりますが一般的には「情
熱」「愛」「愛情」「幸福」などと言われています。

運動継承
シリーズ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.57

人物登場
賀茂地区労福協　事務局長　
静岡教職員組合賀茂支部／支部長  

土屋　健作
　ツチヤ　　　 　ケンサク

①趣味：ゲーム、スポーツ観戦
②モットー：夢はでっかく根はふかく
　　　　　（あいだみつを詩集より）
③５．最近感動したこと：娘の推し活に一緒に
　参加し、初めてドームライブに行ったこと
④最近失敗したこと：子どもが始めたポケカに
　自分がはまり、散財してしまったこと

   

不易流行とは…変わらないもの（不易）と変わるもの（流
行）のバランスを重視する考え方です。変わらない価
値を追求し、時代・情勢に柔軟に対応していくことです。

易 流 行不

　みなさん、こんにちは。賀茂地区労働者福祉協
議会で事務局長を努めております、静岡教組賀茂
支部の土屋健作と申します。今回はペンリレーの
機会をいただきありがとうございます。賀茂地区
労福協の活動と、自分の単組について少し紹介し
たいと思います。
　賀茂地区労福協では、自治体に対する勤労者の
福祉要請活動として、行政要望を行っています。
賀茂地区には、１市５町の自治体がありますが、
２０２４年度は共通する課題や問題を要望項目と
し、①防災減災対策について②公共交通機関の利用
促進について③教育環境の充実の３つの柱で要望
を行いました。また、会員相互の親睦や交流と労
福協活動の活性化を図るために、福祉事業団体・
退職者福祉共済会・グリーン友の会と協力し、健
康増進や趣味等を生かした活動に取り組んでいま
す。中でも、伊豆地域労福協との合同バスツアー
は大変好評で、信玄餅工場を見学したり、シャイ
ンマスカット狩りを体験したりするなど、季節を
感じながら思い思いの時間を満喫することができ
ました。

　私が所属する単組についても少し紹介させてい
ただきます。とその前に、みなさんは『はるさん
と１０００本のさくら』という絵本を知っていま
すか？村人が１０人になってしまった集落で、一
番若いはるさんというおばあさんが、村に１０００
本の桜を植えようと呼びかけます。そしてはるさ
んが亡くなった１００年後に驚きの展開が待って
います。（気になった方はぜひ読んでみて下さい。）
　私は現在、県内約１２０００人の教職員が加入
する組合に所属し、賀茂支部の支部長に専従で就
いています。県内の教育の現状に目を向けると、
児童生徒数の減少により学校も統廃合が進み、こ
の３０年間で県内約１００校がなくなりました。
賀茂地区においてもこの数年で６校がなくなり、
今までの組織体制では今後の運営が大変厳しい状
況になっています。そこで、持続可能な組織を確
立するため、今までの支部ごとの組織を見直し、
エリアという枠組みで組合活動に取り組むという
組織改革を進めています。組合発足７８年目とな
り、今までにない大きな改革を控えて忙しい毎日
を過ごしていますが、今だけではなくもっと先の
こと考え、組合活動を進めていきたいと思います。
そして、誰もが安心して暮らせる幸せな社会の実
現に向けて、私も微力ながら労福協活動に今後も
尽力していきたいと思います。

　今回が最終回となる平野元会長の「不易流行」
最終回は、労福協のこれまで経験されたことを踏まえ、今までの経験・財産をどう活かしていくか、これから
将来にとって必要なこと、期待したいことを語っていただきました。

すべての働く人のために

　地元自治会の役員を経験し、特に災害に備えた「防災訓練」を実施するなかで、日常的な
つながりの必要性を強く感じます。災害発生時に、支援を必要とする高齢者など地域で支える
べき人がどこにいるのか、避難時にどう誘導するかなど、混乱が予想されます。
　対処方法を承知している人は、町内の中でも限られた人が限定的期間であることが多いと思
います。突然災害が発生した時には、どうすれば良いか判断できない町内もあるのではないでしょ
うか。近所との関係性の希薄化、高齢化が進む中では深刻な問題の要因と思われます。
以前は福祉基金協会で「災害ボランティア訓練」や「災害ボランティアコーディネーター養成講座」
の開催や運営協力をしていました。今にして思えば、修了して知り得た知識経験を地域の中で
活かせるまでの仕組み作りがあればと思います。労福協活動の経験が今日的な社会課題であ
る、地域の活性化や孤独孤立対策の一助にもなると思います。

地域に貢献する人材の輩出を

　労福協の会員団体組織に参加している組合員の方々は
恵まれた環境にいることを知ることは必要と思います。労働
者の社会的地位向上は、日常的な関係のある人たち同志
だけでなく、同じ働いている未組織の人たちのことも「自分
事」として生活向上にむけて関心をもち、行動をすることが
必要と思います。
労福協会員同士の活動と交流を労福協活動の担当してい
た期間で終わることなく、その経験を地域のなかで安心し
てはたらき暮らせることに関心をもつきっかけとなることを期
待したいと思います。

安心して暮らせる社会の担い手と橋渡し役として

＜編集後記＞
４回にわたって、これまでの経験と今
後の道しるべを示していただきました。
ありがとうございました。今後のご健
勝とご活躍を祈念しております。
次号からは、あらたな「不易流行」
がスタートいたします。お楽しみに。

( 取材・編集：静岡県労福協事務局　畑 )

【労福協だより】2012 年春号

　理事長就任当時は、就職氷河期、労働組合組織率低下などの情勢のもと、連合静岡が対
応している労働相談に加えて、生活上の諸問題、家族関係での心配事など  未組織労働者”
や 非正規労働者”などからの悩み相談に応えられる「ライフサポートセンターしずおか」を起ち
上げたのは印象深い活動であり、起ち上げ当初は、夜遅くまで電話相談に対応したと職員から
報告を受けたことがありました。
あわせて、主に「ろうきん」の生涯利用の取組みや未組織労働者の利用拡大への取組みとし
て「ライフサポートセンター友の会」が設立され、組織が現在のような大規模な人数になるとは
想像もできませんでした。
今後においては、設立時の目的と背景を理解し、顔の見えるリーダーシップの発揮と機敏な行
動力による運営を期待したいと思います。そのためにも活動に関心を持ち、積極的な人材の発
掘と組織としての継続した人材育成に取り組んでもらいたいと思います。

”
”
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　長年地域に根ざした「落語の寄席」を今年も開催できました。
　なぜ「落語」なのか・・そんな疑問を持たれる方も少なく
ないと思います。実は、島田市は、江戸時代から東海道の宿
場町として栄え、多くの人々が行き交う場所であり、このよ
うな賑わいの中で、旅人の娯楽として落語や講談などの話芸
が親しまれるようになったそうです。昭和以降には落語家の
公演や寄席が多く行われ、地域の文化イベントとして根付い
ていきました。今もその伝統を引継ぎ様々な文化活動の中に
落語が多く取り入れられ、まさに昔ながらの「縁」が大切に
されている地域なのです。

というわけで、
　2025 年 1 月 31 日
プラザおおるりにて、
真打「柳家花緑師匠」、
二ツ目「柳家小太郎」
さん
（出身は島田市）に高
座に上がっていただき
ました。今回の落語公
演も、参加者から多く
の笑いと温かい拍手が
溢れ、大盛況のうちに
終えることができまし
た。落語家の巧みな話
芸とユーモアにより、

会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、改めて落語の魅力を実
感しました。地域に笑いと活気を届ける貴重な機会となり、
多くの方に楽しんでいただけたことを大変嬉しく思っていま
す。今後もこのようなイベントに参加していただいた皆様と
共有できた時間、まさに「ご縁」を大事にしていきたいと思っ
た今日この頃です。

　２０２５年４月２０日（日）に清水マリンターミナルにて、
「連合静岡地協メーデー」と「労福協まつり」を合同開催し
ました。当日は、静岡地域労福協役員と共に、静岡地区労福
協および清水地区労福協役員もスタッフとして参加しまし
た。また、メーデー開催を通じて参加労働組合の結束を図る
ことができました。
　メーデー終了後、労福協まつりを開催し、約１，０００人
の組合員・家族に参集いただきました。ご家族で楽しんでい
ただける企画として、「ふわふわ」、「キャラクターショー」、「お

静岡地区労福協

　NPO法人アートコラールきくがわは、「出会いとつなが
りをデザイン」をモットーに、人と人が出会い、つながり、
自分らしくまちづくりに関われる場をつくることを目的
に活動している中間支援団体です。
　当法人が菊川市から委託を受けて運営する「菊川市市
民協働センター」は、「地域で何かやってみたい」と思う人
や、すでに活動していて悩みや課題を抱えている人が、多
様な人と出会い、交流できる場です。
　市民や市民活動団体、学校、企業、行政などがつながり、
協働しながら地域の課題をともに考え、市民の主体的な
活動を後押しする拠点として、さまざまな事業を実施し
ています。

「メーデーと労福協まつり」を合同開催 

島田榛北地区労福協

長年地域に根ざした「落語の寄席」を今年も開催できました。

「幸せを支え合う社会」の実現のために福祉基金協会ではＮＰＯ団体との新たな活動を模索しています。労福協会員の皆様にＮＰＯ
組織をより身近に感じていただくために、中間支援団体の紹介に基づいてＮＰＯ団体の活動を労福協だよりに掲載しています。

NPO法人　アートコラールきくがわ
菊川市市民協働センター
理事長／センター長　　笠原　活世

菓子のつかみ取り」等、各労組が２３の模擬店を出店しまし
た。
　まつりの最後には、各労組から提供いただいた賞品が当た
る「大抽選会」を開催し、当選者の笑顔や参加者の盛り上が
りを感じることができました。
　運営側として、皆さんに楽しんでいただいたイベントで
あったと感じています。次年度も引き続き楽しんでいただけ
るまつり開催に向け、企画・運営を行っていきたいと考えて
います。

NPO法人アートコラールきくがわ

「LWサポート」の提携施設優待特典サービスが２０２６年３月末を持ちまして終了いたします。

◎ 参加費‥無料　　　◎開催時間‥各会場、午前10時～12時　　　　　　※開催予定は、会場の都合等で変更になる場合があります。
◎ 申込先‥(一財)静岡県年金福祉協会　TEL 054(251)2767　　　　　　　　 会場毎、定員になり次第、受付を終了します。

（一財）静岡県年金福祉協会主催　２０２５年度市町年金セミナー開催スケジュール

２０２５年　８月１０日（日）

２０２５年　９月　７日（日）

２０２５年　１０月１９日（日）

磐田市　ワークピア磐田

袋井南コミュニティセンター

島田市　プラザおおるり

【協賛】(一財)磐田市勤労者福祉サービスセンター｢とらいあんぐる磐田｣【協力】磐田市

【協賛】遠州ライフサポートセンター　【協力】袋井市

【協賛】島田榛北勤労者福祉共済会　【協力】島田市

　

開　催　日 開 催 場 所 共催・協賛団体

　また、若者や外国人など、これまで地域づくりに関わる
機会が少なかった人たちが主体的に参加できるような企
画も実施。分野・世代・立場を越えた交流を生み出し、地域
や行政と連携して、より多くの人が地域に関われる機会
を広げています。
　さらに、アート支援の一環として、高校生とともに
「アートの力で地域を元気に！」をテーマにした活動を展
開し、市の魅力発信にも取り組んでいます。
　今後も、地域の多様な声に耳を傾けながら、誰もがまち
づくりの担い手となれる、
持続可能な地域社会
の実現をめざして
活動を続けてま
いります。

２００ 7 年８月設立以降、労福協で協力してまいりました LW サポートの活動が終了いたします。皆様方には職場の情報誌
「LWマガジン」のご購読、施設優待サービス「LW カード」のご利用等をいただいておりましたが、２０２６年３月を持ちまし
てサービスが終了となります。（LWマガジンは 2025 年新春号をもちまして既に終刊となりました）
この間の皆様のご愛顧に感謝申し上げます。
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長泉花いっぱい俱楽部 三島地区労福協長泉支部として参加

会員相互の親睦・交流行事。募集人数は130名です。
お問合せ先　袋井地区労福協　☎0538-45-1221

お問合せ：島田榛北地区労福協
☎054-639-9030(月・水・金9：00～13：00）※志太地区と共通電話番号

お問合せ
三島地区労福協　☎055-955-7670　(月・水・金10～14時)

お問合せ：小笠南地区労福協
☎0537-28-9566(火・水・木9：30～14：00)

お問合せ：島田榛北地区労福協
☎054-639-9030(月・水・金9：00～13：00)※志太地区と共通電話番号

神明の里(森町)
7月　

8月　

9月　

地域・地区労福協の活動予定
月   　日  曜日  　開催時間   　  催事（イベント） 　　 　　　会場（場所）　  　　　　参加資格・参加費など　　　  　　 主　催 　　　　　　　　　　　　　　備　     考

会員およびその家族
参加費あり

大人3,000円
子ども1,500円

御前崎市内親子
一人100円

加多世
東遠地域労福協

大人3,500円
子ども1,500円

伊豆箱根鉄道駿豆線

御前崎市：加多世

袋井地区労福協

島田榛北地区労福協

島田榛北地区労福協

三島地区労福協

会員-無料

会員のみー有料

長泉花いっぱい俱楽部

もぐもぐカレー食堂加多世

あゆのつかみどりと
バーベキュー

富士山静岡空港の裏側を
見に行こうツアー

伊豆箱根鉄道電車
貸切ツアー

親子ふれあい大井川鐵道
きかんしゃトーマスツアー

静岡がんセンター
周辺道路

富士山静岡空港
ふじのくに茶の都ミュージアム

大井川鐵道
新金谷駅

10：00

8：00

終日

10:00～
   15:30

11:00～

9:30
12：00
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あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数35通の内、
正解者の中から抽選した結果
下記の方々が当選されました。
おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

（１）A：国際協同組合年
（２）B：フルート
（３）A：御殿場の茅（かや）
　　　　　文化を守る会

クイズ  前回の答え

○富士市 　鈴木様
○富士市 　鈴木様
○静岡市 　岡本様
○磐田市 　大畑様
○浜松市 　夏目様

当選者

■締 切 日　２０25年8月29日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

QUO
カードを
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様にQUOカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方にもQUOカードをプレゼントします。

応募する をクリック

　　　

浜北・天竜・北遠地区労福協事務所の紹介

労福協業務の他、地区退福共・グリーン友の会
の事務作業に使用されています。

■ 伊東市・熱海市のお花の種の寄贈、素敵な取組ですね。一年中季節のお花が所々に咲き誇ってくれたら、

　目にも鮮やかで自慢したくなるきれいな町になることでしょう。自然を大切にする心が養いますね。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沼津市　大塚様

■ ２月２１日にフードドライブ仕分け作業のお手伝いに行きました。食品・お菓子・調味料・缶詰め・飲料

と　いろいろあって、仕分けするのに大変でしたけど、勉強になりました。またできたらやりたいです。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静岡市　宇佐美様

■ 初めてお便りします。最近の労福協だより　読者からのイラストが増えてページを開くのが楽しみで

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市　杉山様

■ フードバンクに興味があります。頂き物で食べない物もあり、勿体無いし何か役立てられればいい

　　　なぁ、と思います。直近の日時、場所をネットで調べて活用したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　磐田市　山本様

■ コメ価格の高騰で、フードバンクの活動が心配です。備蓄米をフードバンクへ寄贈できないのかな

　　　あ！？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袋井市　岩出様

・住所：浜松市浜名区小松198-３　２階
・電話：053-545-9225　FAX：053-545-9225
・所在地道案内：静岡県労働金庫浜北支店の
隣の建物２階にあります。 駐車場なし

・事務所の開いている曜日：平日（来所の際は
事前にご連絡ください）
　時間：9：00～12：00（月・水・木・金曜日）

浜北文化センター

遠州鉄道

労金浜北支店

二俣街道

至浜松

なゆた浜北

浜北　

浜北・天竜・北遠地区
労福協

❶静岡県労福協第６３回定時社員総会でメインスローガンとして
　確認された社会はどのような社会でしょう。○○に入る言葉をお答えください。
　「連帯・協同で○○・○○の福祉社会」
❷今年は国際協同組合年。「協同組合の父」、世界的に「現代の
　3大聖人」のひとりと評される日本人は?
　Ａ： 田原俊彦（タハラトシヒコ）　Ｂ：西郷輝彦（サイゴウテルヒコ）　
　C：賀川豊彦（カガワトヨヒコ）
❸人物登場で紹介しました賀茂地区労福協 土屋事務局長がおすすめする
　絵本のタイトル「○○さんと1,000本のさくら」。○○に入る名前は?
　Ａ： はるさん　Ｂ： なつさん　C： あきさん



2025 夏号 発行日／2025年　7月15日　発行所／（一社）静岡県労働者福祉協議会
発行責任者／畑　秀暢　 TEL.054-221-6241　FAX.054-273-3110

●Eメール ●インターネットホームページ

労福協だより

https://Shizuoka-rofukukyo.jp/ken-rofukukyo@sz6029.or.jp

検索サイトからもご覧いただけます

2025 夏号
だよりだより労福協労福協

静岡県労福協HP静岡県労福協HP

労福協だよりを
閲覧できます

労福協だよりを
閲覧できます

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

（一社）静岡県労働者福祉協議会

運動継承！運動継承！運動継承！

不易流行不易流行不易流行
運動継承！

不易流行

【特集】静岡県労福協定時社員総会【特集】静岡県労福協定時社員総会

【特集】2025国際協同組合年の取組み【特集】2025国際協同組合年の取組み

【特集】静岡県労働金庫通常総会【特集】静岡県労働金庫通常総会

退福協・グリーン友の会退福協・グリーン友の会

フードバンクふじのくに活動フードバンクふじのくに活動

SDGｓアクションSDGｓアクション

県生協連からのお知らせ県生協連からのお知らせ

労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

こくみん共済coopからのお知らせ　こくみん共済coopからのお知らせ　

ALWF福祉基金からのお知らせ　ALWF福祉基金からのお知らせ　

ユニオントラベルからのお知らせユニオントラベルからのお知らせ

各地区福協協イベントの案内各地区福協協イベントの案内

地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介

NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.57
（賀茂地区労福協）

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.57
（賀茂地区労福協）

物登場物登場人


